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1 はじめに
筆者は、安全教育の高度化のため、AI を利

用した安全教育ソフトウェア・システムを研究
しており [1]、現在、そのフロントエンド部で
あるWeb UIを開発している。理由として、安
全への配慮力の育成に貢献したい想いがある。
日本は、図 1、図 2によると、教育への投資が
低いと言われている。日本人は OJTを通して
教育を行う慣習があり、対応してきた経緯があ
る。しかし、これまでの OJT以外に学習する
機会がない事によって、事故の経験が少ない今
は事故発生防止の気づきが弱い懸念がある。し
かし、人が教育するにも経済的余裕がない問題
が挙げられる。そのため、筆者は人のメンター
に変わる教師 AIの形を模索している。プログ
ラミング分野では、ICTを利用した教育手段が
受け入れられており、将来、教師 AIを用いた
教育システムが一般化されていく可能性は十分
にあり、先駆けて形を示す事は有用と考える。
本システムは 4 ラウンド法 (以下 4R 法) に

沿っている。4R法は、教示者の指示の下で、訓
練者がイラスト中に潜む危険を予測し、対策を
提案する事を求められる。この自発的な思考過
程を通して、危険の予知力や対応力を育成する
簡易な危険予知訓練方法である。4R訓練法の
問題は、教示者、他の作業員が要る必要があり、
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図 1 各国における労働費用総額に占める教
育訓練費の割合（製造業)[2]

図 2 GDPに占める企業の能力開発費の割合
の国際比較 (第 2-(1)-13図)[3]

作業員一人では学習できず、訓練の機会を大き
く制約されてしまう点である。また、現場の負
担から新規コンテンツを作成するのは難しい点
も問題である。変化が乏しくなるために、訓練
効果を低下させてしまう危惧がある [4]。以上、
4R法は危険予知能力の向上のため、危険の抽
出および対応策を考える思考力育成に有用であ
るが、環境が整っていなければ実施できない問
題がある。本研究では、この学習枠組みの AI

化を目指す。

2 研究内容
本システムは、WebUIで実装中である。We-

bUI は Google Chrome や Microsoft Edge など
のブラウザ上に動作する UIとする。Webシス
テムで構築すれば、ブラウザさえあれば利用
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図 3 教示中の画面 (開発中)

できる。企業では PCへのソフト導入制約があ
る事が多いため、ブラウザのみで学習できるの
は、学習へ至るまでの敷居を低くできる利点が
ある。ブラウザ上でのアプリ開発は、一般的な
Desktop開発アプリより、セキュリティ確保や
使用想定が多岐に渡り複雑になる。本システム
は、危険予知訓練用の画像が表示され、危険箇
所をマウスで囲み、その危険を自然言語で記述
すると、システムが成否を返す。開発中のシス
テムを図 3に示す。

3 結論
危険予知訓練のためのソフトウェア・システ

ムの開発におけるWebフロントエンド開発の
状況を報告した。将来は、バックエンドの教師
AIの強化を行い、本システムの公開および、教
育効果を評価していきたい。
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